
山形県 大蔵村

講義テーマ
「持続可能な村づくり」

～おかえり、なりわい灯す きよらなる里～



面積：211.63㎢
（山林面積約85％）

人口：3,058人
（令和３年８月３１日時点）

加盟町村：飯豊町

最上地方



基幹産業①
～農業～
トマトは県内一の生産量

関東圏でも「大蔵ブランド」として高い評価



持続可能にするために

・高収益作物の栽培を推進

（トマト、促成たらの芽、ねぎなど）

・手厚い導入費用の補助や研修制度

「これからの地域農業を担う若手農業者
（メンズ農業）が活躍している」

・6次産業化を推進するため農産物加工場を
整備



基幹産業②

～観光業～

開湯１２００年以上の歴史を誇り

湯治場風情を色濃く残す肘折温泉



新しい湯治の姿（客層の変化）

「ひじおりの灯」「ワーケーション」
「湯治場ラジオ」など

若い方の自主的な取り組みで新しい動き
がある。

持続可能にするために
若い世代も多くなってきており、
幅広い世代から人気がある。

湯治場ラジオとは・・・
旅館や商店、飲食店を営む４，５人が、日常の出来事から直面する問題、
観光ガイドブックには載っていない裏話まで自由に話し、湯治場ラジオを
通じて新規顧客の開拓やリピーターの確保に繋げる。



平成７年ギネスブックに世界一の雪だるまとして
登録された「おおくら君」は冬の風物詩

豪雪から利雪

積雪４ｍ超
「いかに速く雪を掘って地面を出すか」を競う
豪雪地ならではの「地面出し競争」



日本の棚田百選にも選ばれ、四季折々に見せるその風景に、日本の原風景
ともいえるたたずまいがある。

夏には「ほたる火コンサート」が開催され幻想的な夜を演出する。

後世に残したい「日本の原風景」



この美しい風景を守るためには、耕作し続けなければならない。

●四ヶ村棚田米のブランド化

「大蔵村棚田米生産組合を設立し、デザイン性の高い米袋を使っ
ており、H29年に山形エクセレントデザイン大賞を受賞」

持続可能にするために

ふるさと納税、インターネット販売、早稲田大学
とのコラボなどさまざまな販売ルートでブランド
の確立



おおくら升玉水力発電所

クリーンエネルギー創出 ＣＯ2排出抑制による環境への貢献

エネルギー分野の自立 学習型観光の推進

●地球温暖化というリスクを次世代に残さない
●災害を連想する施設からエネルギーを作る施設へ



施設概要

利用河川：一級河川 最上川水系 銅山川

堰名：舛玉砂防堰堤（昭和５５年完成 国土交通省所管）

有効落差：１０．１５ｍ

使用水量：最大６．００㎥／ｓ 常時２．６０５ ㎥／ｓ
出力：４９４Kwh

年間発電電力量：３，４００Ｍwh

（約８００～１，０００世帯分の電力が賄え、村全世帯分の使用電力に相当する）

売電収入見込：約１億円／年

総事業費：１０億円（調査費、許認可事務委託費等含む）





第４次大蔵村総合計画
～協働による持続可能な村づくり～
【プロジェクトに係る主な事業】
●未来へ続く美しい暮らしプロジェクト
景観、街並保全事業、ゴミの減量化とリサイクル推進事業

●歴史と文化をつなぐプロジェクト
芸術文化振興事業、歴史、文化財保護、伝統芸能保存継承事業

●協働の村づくりプロジェクト
村民参画支援事業、地域づくりリーダー育成支援事業

●持続可能な行政運営プロジェクト
効率的・効果的行財政推進事業、公共施設等計画的管理事業



大蔵村のＳＤＧｓへの取り組み

地域環境

食
トマトを中心とする
「美しい食」の推進

環境に配慮した
クリーンエネルギー
への転換

村民が活躍できる
地域づくり

教育・福祉

質の高い教育・福祉の実践



大蔵村にしかないもの

大蔵村だからこその魅力を磨き上げ

心寄せ合った持続可能な

村づくりに邁進してまいります。



ご清聴ありがとうございました。

山形県大蔵村写真：四ヶ村棚田ほたる火コンサート


